
�

九州路をゆ

く

〔その1〕

∵舳舳㈱｢

薩摩路

___岨_雌_申_1

以前に｢車窓展望｣と題して資本各地の地質的案内シ

リｰズもの添と簑あげられたその続きにたるかどうか

九州の路をしばらく歩きたいと思う｡

出発地を北にするか南にチるかまよったが員本の最

も南にある鹿児島県にした､鹿児島県の北部は伝説

と雄大た霧島があり中央部には噴煙をあげる桜島が

紺碧の錦江湾上に美しい雄姿をうつし南部にほ砂む

し温泉で知られる指宿温泉や開聞岳がそびえている.

さらに貝を南にやれば種子島屋久島奄美諸島がエ

メラルドの海に点在し旅する人々を放ぐさめてくれる｡

第五歩をふみ出す鹿児島市のシンボルは桜島である

鞘な夕愈姿をかえ七色の肌を見苦る桜島は資本の代

表的な活火山の五つである｡北岳(夏ヨn晦)中岳

(五葦至工O醜)南岳(工､060m)からなり現在も南岳からさ

かんに噴煙をあげている.桜島は有史以来多くの大小

爆発をくりかえしているが改かでも文明(147王～螂6)

原田種成

ムチャッカ半島まで灰カミ降ったといわれている｡その

時流出した熔岩は深さ70mあまりの海峡を埋ぬ大隅

半島と陸つづきと底ゆ桜島は大隅半島の一部となった

のである,桜島の地質についてはいくつかの研究があ

るが種子嗣博士によると暗黒色激密孔隙質岩津

状浮看質で大盃熔岩1こは灰看花購岩看英などの

ゼノジスを含んでいる輝石安山岩類である｡

最近の噴火は昭和2工年3月前蚤東側の§含冒から熔岩

か流出し進月遂冒に黒神部落を轡實に有材部落を埋

めている｡島の周囲約30kmにドライブウユイがあり

文明安永大正昭和の代表的熔岩を車の上から見る

ことができる､

桜島を中心に西側を薩摩半島東側を大隅半島と呼

んでいる曲さて足を薩摩半島へ向けることにする波

いぷす善

しずかた錦江湾に沿って南下すれば指宿を中心に多く

のカルデラ地形が発達しあたかも月面を思わせるよう

である.地質は主として輝石安山岩からたり多くの

合金銀鉱脈が賦存し古くから地頭潮産金地域として知

られている.またこれらの母岩は薩摩錦紋石といわれ

銘石として看の愛好家に知られている一

ダ畑ほればいでゆ燭にわき磯ほれ浅いそにもわき出

ずる指宿の璽J菊地幽芳

青箏赫は糞

温泉の豊かさを詠んだ碑の建つ海浜鋼浜は約2坤に

安永(1779～1780)大正(工914)

の噴火は大規模でことに大正の爆

発は噴煙約3ヨ000皿に昇り遠くカ
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錦1図付:置国

父1大榊仰峨発によ雌㈱瞭1二あった残さ細の鳥駒襖蝪枇淀�
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第2図桜島の地質(出口鎌次原図ただし昭和熔岩の分布は種子囲による).

わた壌ザ砂なし混象｣がある.指宿温泉は弱食塩泉

含食塩炭酸鉄泉含塩化土類泉で最高温度は72℃とい

われ四季を通じ人序から愛されている.指宿市の南西

に池閏湖がある九州最大のカノレデラ湖で周囲約14k狐

湖岸は100～150㎜のカルデラ壁にかこまれ水深は224

かいもん

mあるといわれている.水は澄み開聞岳の別名薩摩富

士の美しい姿が湖面にうつっている､

開闘岳(924㎜)は東支那海からそびえ並つ}コニｰ

デの二重火山で輝石安山砦から放っている｡開闘岳西

麓から西海岸には白砂青松の浜が続くここは工⑪数年前.

に砂鉄採掘が盛んに行たわれ定地域で現在も一部で採

掘されている､また開聞岳の周辺海域から山川港ビか

けてわが国唯一の海底砂鉄の採掘が実施されている.

最近はその技術が高く評価され海外からの見学者カミあ

第2-1図大亜噴火妻ζよる水準啓動畷(駿遡楓雌部爽渕)

(単位淋)A一息績変蛾の翰駿Bは最大水平

変動区域にして最大陥落噺心地と一致する括孤

内数字は垂直移動量(単位mm)

⑭桜艦の大災熔�
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＼

1㌧

㌧､

㌔､

搬㌧＼.O

＼1､

〉

∵

�

屯

�

�

､

一

�

�

⊥

､

一1I

､

､

一町､

�

曲

､

■

､

帀

｣

■

一

血=^｣1､

一

＼

�

｣

�

｣｣■……｣一

�

｣

｣

山

川

､

'･･､''…'㌦皇舳､獺

■

∵､く

≡j1誓,…≡ll一^･一

｣

､

由

二㌔由

第4劇捕借地方の加ビデラおよび推定構造線幽

第1表九州の辿大カルデラの規摸(松本唯一1943)'
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(貝本地方地質議九州娩労よ簑)

る屯

酬騰は抱頭湖鰻池とともにいわ峨る阿多火山

の加レデラに含まれている枕崎港とともにカツオ漁の

基地としてにぎわい台風酵の避難港として重要扱役割

をしている｡1山川港の南西約簑.δ虹のところの海崖

近くに竹山(203.晦)と呼ばれる輝石安凶岩からなる{

か周囲の平ら恋畑地の申に突出

している.この山の南側(海側)

の数五晦の断崖は一見して人工

的恋ものであることかおかる山

これは宝暦藪牢蒔の幕府が薩摩藩

1こ対し木曾川下流の治水工事を

一命じた暗の看初場の跡である｡

緯奮麦

藩は平頭靱負を総奉行に笹命

こ⑳大エ察を完成じ危工事は成

功したか予算をはるかに超羨ζ公金遂砺爾)その責任

を負らで部下δ0名とともに自刃し花のである､その霊､

をなぐさめるために蔑薩摩義士之碑捗として県庁の近く

に建てられている.

岬1階からフェシｰボｰトで錦江湾を渡り

対屋の大

⑥夕ぐれの鰯鰯舷と地騨湖を望滋

⑰疑締轟から鯛閥短を望む�
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策2表山川･指摘温泉群の化学成分

≡'日本の温泉｣中村久由による

(単位mg〃)

採水箇所�猫･･��C1一�S042'C082.��HCO黎一Na+���K+Ca2+Mg2+��Aド十��H2Si03HB02C02��H2SBr��I一�Br/C1

������������������x1O邊

川川海水��7.9�18,917�2,599��161.O�10,248�335,3�435.�■1,251�<O.1�15.6��O.4�O.�63.�O.04�0133

兵児ケ水�44.5�6.9�915.3�158.8��283.7�523.2�29.7�111.�28.1�4.2�157.3�17.1�6.6�O.0�2.9�O.02�0.31

〃�63�7.0�1,564�26019��427.0�932.4�80,4�203.7�40.4�1.9�201.5�21.9�4.4�O.O�5.6�O.02�O.35

岡児ケ水�63,5�6.9�1,543�261.7��419.7�877.3�74,8�197.O�74.8�4.4�205.4�21.9�5.5�O.O�5.7�0.02�O.36

〃�65.5�6.7�1,536�260.9��420.9�一�■�196.5�38.4�7.7�206.7�一�8.8�0,O�一�一�

開聞温泉�48�6.2�2,227�144.O��158.6�1,201�82.8�151,o�67.6�2.8�157.3�17｡夏�3§｡2�⑬.⑳�8.1�⑳.02�0.36

川尻温泉�46.5�6.5�402.5�111.9��183.0�249.8�19.3�蝸､§�8.1�3.9�169.O�12.2�王i,O�6｡⑪�1.4�O.02�0.34

伏目温泉�100�7.2�7,297�111.1��58.O�3,780�315.2�63王.8�12.2�7.1�252､葛�5エ.O�3.3�0.0�24.8�⑪.02�O.33

川11温泉(跡臓)�63�7.2�3,524�173.7��117.1�1,845�99.7�322.6�55.O�2.2�150.8�26.7�4.4�0.O�12.7�O.021�0.36

〃(周本冷蔵会社)�56�7,2�4,588�402.4��137.3�2,445�95.7�275.0�189.9�5.5�131.8�21.9�4.4�0.C�滋.§�馨､籔2'�簑､35

〃(成川海津)�100�8.0�5,975�280,6�tr.�96.4�3,109�213.9�436.3�94.8�<⑪､王��187,248.6､､､､i､､､』�0�0.C�雛｡㌘�§｡鑓�磐､銚

指宿滋寂(摺ケ浜)�53.5�6.9�4帝219�工61.3��115.9�2章246�135.9�348.5�49.61�3.1���5.ユｰ�簑｡窪�蘂.警�祭､艇�餐.誘

x1O羽

〳㌀

〳�

〳�

〳�

隅半島の伊座敷に着けば舗装された道路は北緯31度線

を越定員本本土最南端の佐多岬に通じている.

佐多岬周辺は砂岩頁岩の互層からたる古第三紀の目

前層灘(一部中生層?)か発達しこれが適当に浸蝕さ

れ美しい風景をつくっている.北緯3五度線といっても

ピンとこないがこの線上には印度のニュｰデリｰ

アラブのカイロアメリカのフロリダ次とか同線上にあ

るのである｡岬一帯はビロウ蘇鉄の自生林をはじ

鰯鰯閥縁と凶麓1こ瀦醐した嬉裟

⑧鰯鰯掻1王1麓のスコ簑ア

⑱池鐵湖から鰯畷を望む

⑬開閉醤を望む�
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1竈コ舳ij･郷刈

匿1時ノ谷型1

脇椚囮､脇､為､上ソ.

第6図大隅準鳥の地質

めアコウガジ風マ〃バナナ次ど熱帯植物か繁り

ブｰゲンビリアやノ〉ビス労スの花が咲いている,佐

多岬をあとにして道を北にのぼることにしようフュ

リｰボｰトが着いた伊座敷辺から北へ約15kmの聞は花

筒岩が広く露出している.この花陶岩は貝南層灘を貫

いているもので南大隅花筒岩と呼ばれている.これ

⑫海底砂鉄採揃総

蟹鞍

は西南目本外帯の地域では最大の露出面積を示しK.O

がNa.Oより多いFeOがCaOより多い汰どの諸特徴

が見られる.またこの周辺は山川辺を中心とした阿

多カルデラの東壁にあたり急峻な地形が連なりあた

かも一幅の南画を見ているようである.阿多カルデラ

の西壁には指宿をはじめ多くの温泉帯があるがこちら

の東壁側には温泉の徴候はほとんどたい.

花筒岩地域を過ぎればいわゆる灰石やシラスだとが

分布する地帯を通る.桜島が大きく見えてくるころに

重水市にはいる,垂水市にはウラン鉱床があるこの

鉱床は九州で曜一つの堆積型鉱床で鉱床は高隈i五脆闘

岩体を基盤として発達する大野原砂礫層の上部アｰコｰ

ズ砂岩の判こ含まれこの分布は東西約300～遂00瞳繭

北約2,500郷と推定され厚さ1脈前後である｡ウラ

ンの含有量は最高0.2靴U薯O･といわれている.

かいがた

重水をあとに海潟にはいればここは大隅半島唯一つ

の温泉地である.この海潟温泉は飾化水素泉で50度前

後の温度があり恩光明眉な湯の町である.海潟から

約3k肌北上すれば大隅半島と桜島が大正の噴火(大

正3年至月)により接地し定地点にくる｡ここは国分

方面に通じる道路をはさみ桜島側は荒々しい熔岩が目

の前にせ雲り大隅側は緑砂たかな1土1地か絹対し不思

議な風景を放している｡製島で画自いことは島の西

半分つまり鹿児島市側は酋桜島村で東楽分つ塞資大隅

側が鹿児島市である.

製島の裏側を通りぬけると再び錦江湾が闘げてくる,

胃を桜島の右海面にうつせぱ小さな島が見えるこの

島は｢新島｣一名｢燃島｣ともよばれているが数

年前までは人家があったが毎年浸蝕のため小さくな

リ洗み行く島といわれ現在は無人島と放った.

強シラス崖と竹1⊥1を望む�
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㌦㍗こ一';�上二�中､�中搬1靖･維壌麟澄粥絆のみ■___一______一__一新セ職に繊燃洲･･�つ

人望葦狼�!ぺ''一.■一一1■1.■���

砂岩綜�.繊練砂老優養層�･1一･一ノつ⊥松スの徴が舞く化繊岩･泥岩��

矛5よび凝豚蜜�簿ξ二号泥で駄葦一〇榊�磯弓馳}o��

岩層�篶二���

舅童�派111世罵茸再�薯撚川季･曲事繊ギ耳独岩･砂岩ヒ主とナる〕あよぴこれを拶以�維�

蜜姦姦嚢�幾濁窒創郷二顯および新沈着生｡､死簡老.浪人により絡板�一��

㌦㌶切i竃しい､�二…�三1!'��

一泳◆�.秘5���

講㌘鰯畠簸水池剛けン鉱床付近の地質模式皮状図

桜島から北側の湾つまり錦江湾の奥は姶良火山のカル

デラである､大隅の山冷が海岸線から遠ざかるあたり

に鴇敷根"があるここは天然ガス徴候地として一時

注資されたことがあったが現在はほとんど議題に出た

くなった.敷根一国分一加治木と過ぎれば錦江湾を

一周したことになり東洋のナポリと称されている鹿児

島市に着く.鹿児島市の大部分はシラスの上に発展し

た都市で周囲の山地もシラスである.

鹿児島県下で特徴的な岩石として“シラス"をわす

れることはでき匁いシラスは鳩白い砂"“白州"から

きた俗名である.シラスとはどんなものであるか現

在一般的には第四紀の初め頃さかんに火山活動があり

その時の姶良火山と阿多火山から多量の軽石流が流出し

たこの軽石流の熔結部すたわち熔結凝灰岩を幣灰看"

発泡した軽1石凝灰負礫岩を鴇シラス"と呼んでいる｡

県下の分赤面積は約3,遂00炎狐琶で県面積の5晩を示し

その量は約900億トンともいわれている･シラスは水

に弱く台風水害などで大き恋災害をまねくことがしば

しばあり始末にこまるやっかいものとされているが

最近は工業的利用についての研究がさかんに汰り人工

軽量骨材断熱吸音材レンガガラスなどが製晶化さ

れるようになってきた.

シラスを原料とする軽量骨材･新複合素材として九

州工業技術試験所において研究･開発されたもののいく

つかをご紹介しよう.

人工軽量磐樹(ALA)(Ar舶｡1alL1曲ま蝋茎め室炎雛re馳乏竈)

はシラス中の軽狛粒をその軟化点近くで類時間焼成を看守な

ったも逗)またはシラスに粘土1炭分を適当鐙鋤晩た))

を緩速焼成汰いしは急速焼成して造ったものである.

⑮賞陶煽鱗災)五機徽

騒銚暖綴敏繊餓…�
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饒3表シラス地排の火…16繍片

㌫ポ1大1い鳥

現

更

新

(昭痴42年度試案)(太簡良平による)

鹿児島湾北部i

鹿児島巾付近

薩摩半島

燃畠貝憎

1鴬1i郷1シラス1!1パ鴛

薪期ロｰム層薮期日一ム属目一ム層ロｰム層

鏡池その他マｰル

亀割層鍋最岳

ホ2次堆減軽有層*2次堆積軽石層串2次堆積軽石屑り次堆繊軽石層

*大隅軽着流

第*大隅降下軽石*大隅降下軽布ホ大隅降下転移

(池囲ガルデ男の形成)

*根出軽着流=串池困軽着流

申志布志凝灰措*池閏降下軽布

4言也匡1言尼涜5

i同期ロｰム層111期回一ム楢阿多カルデラ中火円

重水砂礫煽頂丘

氷(阿多･姶良術カルデラψ)形成次いで雨カルデラ中間部の陥落)

期

賛{灘翻1

:串阿多軽石流､.

申降下軽石の2次堆積

層

*阿多降下軽石

第3間氷期大根占(夏丼)砂礫層

一1/鰯

申阿多軽着流

;一11可多軽布流

申阿多降下軽石

浜砂礫層

.八､

邊11ノペ

ｰ＼

峨､

一〃〃ノ

γ一二

絡､

�

�〴に��

｣ムｰ〕(1[映･r:1㌧

第8劇シラスの分=繍鰯

シラスｰ石灰系(ALC)(庄酸鮒亘鮒出

Lightwei曲隻Co茎1cre芝e)ぽ原料蒙)シ

ラスを微粉砕し生石灰と所定の割合

に配合したものを熱水前処理した後

加圧成形しオｰトクレｰブ養生を行

なって造ったものである.

第3氷期

�唱

新

築

紀

第2間氷期

欝2氷期

繁ユ閥氷期

鍬王水醐

鮮新1阯申百引軽布流

安11.1措床

*魑分層鱗上部煽

(沓囲貝属)

1團分煽擁/鶏矯

‡萩の元(隼人)軽布流

中新一義榊堰伽治木層

萎薮蚊花繍娯

鑑盤

籔南稽緯

緒伐泰諜鰯燐鮒篭衆隷溺鱒

=}竜ガ水層

安山岩床

!咽分層構上部層

(何頭貝層)

･国分層鮮{潤1層

*何頭軽石流

*伊作軽有流

シラスバルｰンと呼ばれる新複合素

材はシラスを原料として造った微細

中室ガラス球で粒径3⑪～10⑰μのも

のまで製造可能である.軽量･不燃

性で融､熱が葛い1樹脂マいックスの

機械カ旺性秘良い潅どの締陛を有し

浮力材1軽鑑構造物･防音拷1高層ビ

ルのコｰティング世撞着樹の増量材･

断熱材曲熱可塑性プラスチックスな

どの鵬脈涌途をもつもので翼在す

でに工業生産の段階に入っている｡

さて鹿児島市で休み南海に浮

安I1I揚安山岩がぶ種子島を見ることにしよう!

花一儲粘

鹿児島市から船で約遂蒔聞空

人壁層

嘉英姦山婁路で約40分鉄砲伝来で有名な種

鰍糠鱗鰍棄纐鱗子島は鹿児島の南方約蝸㎞

弗巧拙雛批ユ鵬繊積物の海上紀あ簑標高警00蛾に達し

潅い台地状の細長い島である.

島は一市二町にわかれ人ρ約§万人といわ

れている帝島の中心は酉之表帝でここを

出発点に西海岸ぞいに高下すればビ湧一

ガジュマルソテツバナナなど璽帯熱植物

が繁りその木の閥から砂岩頁岩の美しい

互層帯やはげしい摺蔵構遺か凝ら虹る｡

この薦は貫南層灘に対比されているもので

熊毛層灘と呼凌れ多くの断層や反転して

いるところがある｡地層の一般的走両は島

の長軸にほぼ平行している､准竹之州炉に

⑰シラスの崖�
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策4表シラスの化学分級絶

��

サンブル番母

名称

採取地

分析者

採取者

卩�

��

�㈰㌀

䙥㈰㌀

䙥伀

ム伽｡

泌gO

�伀

�㈰

�　

��

H20■

�〵

���

�

鹿児島1

シラス

鹿児島市

護国神社

海老原

露木

��　

�㈹

(｡.糊隻

��

1.鵬

��

��

㈬�

��

㈬㈸

�〴

��

��

��㌀

�

鹿児島2

〃

〃

〃

〃

���

�㈰

���

�㈭�

��

��

��

��

㈬�

�㈰

㈬㈸

㈬�

��

��

���

㌀

鹿児島4

〃

同冷水

〃

���

�㈶

���

���㌩

��

��

�〵

��

㈬�

�㌰

㈬�

㌮�

C.達8

��

��　

�

鹿児島8

2次(水成)

シラス

同小1』旧町

つかだ橘

〃

〃

71.40･

�㈵

���

����

��

��

�〴

��

��

�㌶

㈬�

��

��

�〵

1⑪0.14

�

郡1116

シラス

日置郡郡

山町中川

〃

〃

��　

�㈹

���

�㈵㌩

��

��

e.⑪5

0.脳

㈬〶

�〶

㈬�

��

��

��

���

�

郡1!17

〃

〃

〃

〃

���

�㈵

���

����

��

��

�〵

��

㈬�

��

㈬�

2.幽

�㌶

��

��㌀

�

����

〃

屠鱗

榊7

(健二

���

�

���〵

〃

出水市

〃

大庭

���

�㈰

���

����

��

�㌸

⑭.⑪5

��

エ｡92

�㌰

㈬�

��

��

��

工⑪⑪､3里

�

��㈳�

〃

他国湖

〃

〃

���

⑪.43

���

吮㌮㈸�

��

��

C.⑩2

��

㈬�

��

2.壬8

㈮㌰

〴�

��

100.⑪2

�

����

〃

囎瞭郡大

崎町三文

字

〃

〃

7王.弼

⑬､婁⑪

���

���㈩

��

ユ,47

�〵

��

㈬�

��

㈬�

��

��

�〶

���

�

���　

〃

1胃1

志祢悲町

〃

〃

7⑰.82

�㈴

���

(丁凸童.35)

��

��

��

��

1.9⑪

�㌰

㈬�

㌮�

⑪.96

�〵

工｡⑪ご?7

ユ2

����

〃

枕騎市

〃

〃

���

�㈸

���

Toセa1

紀

Fe望03

㈮〳

O.⑪8

6.銘

豆､96

3.3⑰

㈬�

㈮�

�㌶

��

���

�

���　

〃

〃

〃

〃

���

�㈳

���

㈮㈲

��

窪､遥遂

王､§9

��

㈬㈸

㈬�

�㌸

��

���

�

����

〃

谷111亦平

川

〃

〃

���

�㈱

���

2.違6

c昔鑓

蝸1

洲暮1

3.エ2

㈮㈸

㌱�

��

��

���

�

���〵

〃

同坂之上

〃

〃

7工.72

�㈱

1星.14

2.旦5

��

1脳

3.2⑪

㈬�

㈬�

��

�〴

���

※T:Tota正Fe国03

第5表シラスの鉱物組成

試料採平地点1騨艀

棄市来1町

分砺者1九大雅

畑朽一班滋

孤瑛

撚媛孫

繁蘇輝点

磐遜灘影

響遜狗閥孤

繊鉄鉱

/蝋1

至､鑓

§.o⑪暮

籔､鯛?

饗｡銚§

榊鰯1炉刈

η.至嚢

/1㈱

至､鑓

窪.狐

導.㌶

§.鑓

入声賢呈

杢玲志械町

榊1草市川

漉大

大庭

⑬

嚢

○

伀

⑲

鱈

○

○

笈

⑤

蜜

○

○

策

◎

鐙

伀

○

股

伊集院町

猪鹿倉

織艮E1

⑲

轡

○

○

災

頴娃11!∫

鹿大卒総

艦.§

§.釜

銘.7

至.壌

簑.雀

窪.餐

聾皿峻雛豆

⑲割滴て多い○多い轡抄紬･薮き裏油て少納･

鹿児島県企醐部開講誰資事=はり

鹿児鳥県企裏鵬欄発課資料よリ

れば種子島の最南端である

かどくら

熱門倉卿屠につくここは有名な

鉄砲伝来の地点である.岬に立

って南を見れば太平洋酉は東支

郡海淡波高く打ちよ童てくる｡

卿の周辺は熊毛層か断崖を赦し播

繭模様が荒波に洗らわれ孜から見

えつかくれつするさ漢はいつ

までも足をくぎ柳ナにする山(鉄

砲伝来にまつある議しは地質ニ

ュｰス夏妨号を見て下さい)

くれば視界が急に広く次!)雄大な砂亙から放る海崖が

はるか遠く凌で展開する白ここは中種子町管内になり

島内では一番幅の昔まい(東西約破搬余り)地域である.

この長浜海津は砂丘と砂丘の下にくる洪積層上部

(串種子屈)に多くの砂鉄を含有していることから10

数年前からさかんに開発され九州第至の砂鉄生産地と

改ったのである｡この砂亙は屋久津まで約至荻磁続く

屋久津から海溝線に割れをつげ内陸部を通ればノ〉ビ

スカスが咲きサトウキビ獺と背藷畑か見渡すかぎり展開

瀞み班加

する｡南種子町の中心地簸上申瀞を通り一路商下す

東部に分布する茎永層灘(新第三紀中新世)を

で分布している｡

茎永層は多くの動植物化石を産しまた看炭層も爽有

している､本属の砂岩部は茎永部落を苧心に東側に広

く露出し風蝕海蝕のため奇岩怪看を形成にすばら

しい眺めである｡

鉄砲の門創撃のはるか対濠に鵡竹崎"海崖沸ある､

ここには種子島宇宙センタｰが設置され簿ヶツト発射

墓地として鉄砲伝来につぐ新しい科学の島として注

員を集めている苗種子島は九州第至の砂鉄生産地であ

門倉岬から南海津に出れば島

内第2の砂丘秘展開する苗長さ

約δ､荻磁の砂丘は種子島の南

おおつ�
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.ミ.ブ｡

'論

･工

111一争

.､･一｡

'､

ユｰづ,､二二㌃､∵

､鼎

''ノ

･〆

�

1第州

!蝿川,､!州近

σ)シラス分布1ツ1

一

ト

5肚同

一ノ眺児島県企■山榊資料よリ

I1-1≒lj

.1'I'!1-1一両

｣…1一脚〕二川舳1閉

11神^.七

騒jl･1+手“一､

鐘1,l1工肺ポベ､

』'呈

伽

.･1:=粋1山\1

ビｰ=l11缶1〕1一一吝再1

る歴史的には土御門天皇の頃(1201～1203年頃)砂鉄

を利用したといわれているが戦後特に昭和29年頃から

調査開発が盛んになりすでに10数個所の鉱業所が出き

そして操掘完了の鉱業所も出ているそのため場.所によ

ってはかたり地形が変わっているところもある屯

種子島はかけ足で見学したが折を見てもう一度種子

鳥と屋久島を見学することにしたい.

(塞者は九州出張所)

⑧熊毛憎緯の擢纏1綾子島にて

鰹種子房1…弩禽鋤111こある鉄砲俸衆溌念碑�
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策6表鹿児島県下の鉱産量(昭和45年度鹿蝿島県地下資源開発年鑑よリ)

������坐漉最����

品目�単肱���������

��昭和36年度昭和37年産��昭和鎚年度�聯纈39年鹿�昭和40年度��昭和41年度昭和42年度昭和43年度昭和44年度��

金�精舎グラム�1,678,536�王,578,26王�'至,44⑪,953�至苗424,591�1,518,265�1,412,933�1,608,522�1,667,836�1,904,928

銀�〃キログラム�10,68⑰�10,158�王O,892�12,124�11,598�10,584�8,527�8,617�7,808

錫�正錫〃�4,220�6,700�7,200�23,300�18,200�21,000�18,304�8,901�精鉱トン

��������

タングメテン�精鉱トン����一�一�一�'�一�'

マンガン�〃�818�222�255�11�'�一�■�'�一

硫化鉄�〃��675�306�379�1,263�278�964�853�234

砂鉄�〃�ユ34,781�138,05?�137,370�121,975�131,788�135,853�136,922�135,945�116,081

硫黄�製紬トン�10,O01�7,367�7,784�一�'�一�'�一�一

義厩項�トン��225�660�4泌�317�385�ユ苗⑪95�碧99�562

鰍火緒土�〃�2章190�4,327�4,530�4誼596�4,0銚�§与⑪⑪3�9､飲婁�美嚢､嚢鑓�総､雛6

けい石�精鉱ト.:■�72,062.�弘406�92,820�32,256�必,650�49,756�賦鵬5�銚圭雑嚢�繊銚遥

参考文献

種子閏定麟(王952)1機鳥ル州大学理学制馳質学教蜜巡検旅

行案内警
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